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1.本明川流域及び河川の概要 

①流域の概要 

本明
ほんみょう

川
がわ

は、その源を長崎県諫早
いさはや

市五
ご

家原
か は ら

岳
だけ

（標高 1,057m）に発し、多良
た ら

山系
さんけい

の急峻な山麓を南下し、湯野
ゆ の

尾
お

川
がわ

、目代
め し ろ

川
がわ

などの支川を合流して下流の諫早平野を潤し、福
ふく

田
だ

川
がわ

、半造
はんぞう

川
がわ

を合わせて河口部の調整池に注

ぐ、幹川流路延長 28km、流域面積 249km2の一級河川である。 

その流域は長崎県諫早市・雲仙
うんぜん

市に属し、流域内の人口は約 8 万 8 千人で、そのほとんどが本明川中流部

（諫早市街地）に集中している。流域は長崎県県央部における社会・経済・文化の基盤をなすとともに、水

辺は市民の憩いの空間として広く親しまれている。 

本明川は、多良山系の急峻な山麓をほぼ直線的に南下した後、流れを東に変え、その裾野に帯状に広がる

水田地帯を沿うようにして流れ、諫早市街地の中心部付近まで急勾配で貫流した後、干拓により開けた広い

水田地帯を緩やかに蛇行しながら流れている。また、平成 20 年 3 月には諫早湾干拓事業が完了し、広大な

干拓地が創出された。このことにより、本明川の河口部が 7km 延伸し、それに伴い流域面積も増加してい

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 1-1  本明川流域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2  本明川縦断図 

          とみがわ 

写真 1-1  諫早市富川町付近 
            はってん   あさひ 

写真 1-2  諫早市八天町・旭町付近

         ながた 

写真 1-3 諫早市長田町付近
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②過去の主な洪水 

本明川における過去の主要な洪水は、表 1-1 の示すとおりである。このうち、昭和 32 年 7 月の諫早大水

害では、死者・行方不明者 539 名、家屋全壊・流失 727 戸、家屋半壊 575 戸等の甚大な被害が発生した。 

昭和 57 年 7 月の長崎大水害では、本明川全域にわたって大きな被害を受けた。 

表 1-1  過去の主な洪水 

 

出典）昭和 32 年 7 月洪水は、「諫早水害誌」から記載。昭和 37 年～平成 23 年洪水は、「本明川洪水資料」から記載。 
※被害状況のうち、昭和 32 年 7 月、昭和 37 年 7 月洪水は、外水・内水被害、土砂災害の内訳は不明。 

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③治水事業の沿革 

本明川は、昭和 32 年 7 月 25 日の諫早大水害を契機に昭和 33 年度より直轄河川に編入し、本川中流の拡

幅工事、特殊堤工事、支川の築堤工事を実施した。昭和 44 年には一級河川に指定するとともに、「本明川工

事実施基本計画」の策定を行い、平成 3年に諫早大水害規模の洪水を安全に流下させることを目的に計画規

模を 1/100 とした工事実施基本計画の改定を行った。その後、平成 12 年 12 月、平成 17 年 3 月に、今後の

本明川における河川整備の基本となる「河川整備基本方針」、「河川整備計画」を策定した。また、平成 20

年に諫早湾干拓事業が完了したことに伴い、潮受堤防までの延伸区間について河川指定を行った。 

表 1-2  治水事業の沿革 

西暦 年号 計画の変遷等 主な事業内容 

1949
 
 
 
 1957
 
 
 1958
 
 
 
 
 
 1962
 
 1963
 
 
 
 1969
 
 
 
 
 1982
 
 
 
 
 
 
1991
 
 
 
 
 
 
 
 
1999
 
2000
 
 
2005
 
 
 
 
 
 
2008

昭和24年
 
 
 

昭和32年
 
 

昭和33年
 
 
 
 
 

昭和37年
 

昭和38年
 
 
 

昭和44年
 
 
 
 

昭和57年
 
 
 
 
 
 

平成 3年
 
 
 
 
 
 
 
 

平成11年
 

平成12年
 
 

平成17年
 
 
 
 
 
 

平成20年

・本明川中小河川改修計画策定
 
 
 
・梅雨末期の集中豪雨による未曽有の 
 大洪水（諫早大水害） 
 
・直轄河川に編入 
・改修計画策定後に直轄改修工事に着手 
（計画高水流量 裏山地点 810 m3/s） 
 
 
 
・梅雨前線による洪水 
 
・総体計画の策定 
（海岸堤防区域を一部変更し、他は改修計画を踏襲） 
 
 
・本明川水系一級河川に指定 
・本明川工事実施基本計画の策定 
（総体計画を踏襲） 
 
 
・梅雨前線による洪水（長崎豪雨） 
 
 
 
 
 
 
・本明川工事実施基本計画の改定 
（基本高水のピーク流量 裏山地点 1,070m3/s） 
 
 
 
 
 
 
 
・熱帯低気圧による洪水 
 
・本明川水系河川整備基本方針策定 
（工事実施基本計画を踏襲） 
 
・本明川水系河川整備計画策定 
 
 
 
 
 
 
・潮受堤防までの延伸区間を河川指定 

・鉄道橋より下流の築堤、護岸の施工
（昭和24～32年） 
 
 
 
 
 
・川幅の全幅拡幅、特殊堤防方式によ 
 る市街地区工事施工、支川半造川、 
 福田川は土堤方式での改修工事促進 
（昭和33～39年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本川下流及び支川半造川の築堤及び 
 樋管の改築 
・諫早排水機場の完成（昭和49年） 
・目代川合流点処理 
 
・仲沖地区と半造川の低水護岸の施工 
・本明川ダム予備調査開始（昭和58年） 
・本明川ダム実施計画調査（平成2年） 
 
 
 
 
・仲沖救急内水排水機場の完成（平成3年） 
・仲沖地区の桜づつみ事業（築堤） 

（平成5年～7年）
・半造川の築堤に着手（平成5年～） 
・本明川ダム建設事業着手（平成6年） 
・中山西川水門の改築工事完成（平成9年）
・本川下流部の河道掘削（平成10年～） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・諫早湾干拓事業（農水）完了 

発生年月日 発生原因 
水文状況 

被害状況※ 実績流量 
（裏山） 

日雨量 
（裏山上流域） 

昭和 32 年 
7 月 25 日 

梅雨前線 － 約 620mm 

死者：494 名、行方不明者：45 名 
負傷者：1,476 名 
家屋全壊・流失：727 戸、家屋半壊：575 戸
床上浸水：2,734 戸、床下浸水：675 戸 

昭和 37 年 
7 月 7 日 

梅雨前線 約 730m3/s 約 250mm 
負傷者：14名 
家屋全壊：60 戸、家屋半壊：25 戸 
床上浸水：2,262 戸、床下浸水：8,058 戸 

昭和 57 年 
7 月 22 
～24 日 

梅雨前線 約 690m3/s 約 470mm 

床上浸水(外水)：118 戸 
床上浸水(内水)：494 戸 
床下浸水(外水)：168 戸 
床下浸水(内水)：713 戸 

平成 11 年 
7 月 23 日 

熱帯低気圧 約 720m3/s 約 290mm 
床上浸水(内水)：397 戸 
床下浸水(内水)：227 戸 

平成 23 年 
8 月 23 日 

前  線 約 700m3/s 約 200mm 
床上浸水(内水)：5戸 
床下浸水(内水)：24 戸 
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                         はってんまち 

平成 11 年 7月 諫早市街地（八天町付近）

本
明
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橋 

                   めがね

昭和 32 年 7月 諫早市街地（眼鏡橋付近）

            図 1-3  主な洪水被災状況図 
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④過去の主な渇水 

本明川では昭和 35 年、昭和 41 年、昭和 42 年、昭和 57 年、平成 6 年等に大規模な渇水被害に見舞われ、

その被害状況は表 1-3 のとおりである。 

平成 6年の列島渇水では、諫早市において渇水対策本部が設置され、農作物等について甚大な渇水被害が

発生している。本明川流域においても、市街地部で河川の流況が悪化し瀬切れ箇所が発生、魚類等が斃死す

る被害が発生した。 

     

               表 1-3  主要な渇水被害の状況 

発生年 渇水被害の状況 

昭和 35 年 深刻な県下の水不足、農作物の被害が 18 億円。 

昭和 41 年 干ばつにより、諫早市の水田面積の半分にあたる約 1,100ha に被害。 
県下の水稲被害は 5 億 3300 万円 

昭和 42 年 

（長崎渇水） 

県下の農作物は戦後最大の被害となり、水稲は作付面積の 76％が被害を受け、
被害額は 40 億円。 

昭和 57 年 
諫早市長田地区で、田植えが遅れる等の被害が出たため、消防団の緊急出動によ
り支援水を送る。 

平成 6 年 

（列島渇水） 

本明川ではアユやハヤの大量死が続いたため諫早市が魚を救出。 
諫早市は 1,615ha の作付面積のうち 176ha で水不足が発生。 
諫早市における農作物の被害は約 1 億 5 千万円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 6 年の渇水時には、河川流況が悪化する期間が継続したため、農業用水が不足することによる農作

物被害が発生し、公園堰下流では水がほとんど流れない状況となり、河川内の生物への影響が生じている

ことから、夏場の流水の正常な機能の維持の確保が必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4    平成 6 年渇水時の裏山
う ら や ま

地点流況図 

平成 6年 7月 13 日 

読売新聞（朝刊） 

5月1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

0.0

1.0

2.0

3.0

流

量

(m3/s)

公園堰（直下流）の正常流量を

確保するための必要な流量

農業用水取水量

公園堰（直下流）不足量

農業用水不足量 農業用水取水量

公園堰（直下流）の正常流量を
確保するための必要な流量

写真 1-4 平成 6年 諫早市目
め

代
しろ

町の水田 

写真 1-5  平成 6 年高城
たかしろ

橋付近 

写真1-6 平成6年 公園堰 

（出典：当時の新聞報道等をとりまとめたもの。） 

昭和 42 年 9 月 23 日 

長崎新聞（朝刊） 
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⑤利水事業の沿革 

本明川の農業用水利用は古く、江戸時代から耕地拡大のための干拓が行われており、下流部右岸の田井
た い

原
ばる

・小野
お の

干拓地のかんがい用水は、諫早市の中央部に位置する公園堰から取水されている。さらに、昭和

52 年に長崎県によって小ヶ倉
こ が く ら

ダムが建設され、農業用水として利用されている。 

本明川の水道用水としては、諫早市のみが利用しており、諫早市の水源は約 30％を小ヶ倉ダム等の河川

水に依存し、約 70％を地下水に依存している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥現行の治水計画 

⑥-1 本明川水系河川整備基本方針（平成 12 年 12 月 19 日策定）の概要 

(1) 基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

基本高水は、昭和 32 年 7 月洪水、昭和 57 年 7 月洪水等の既往洪水について検討した結果、そのピ

ーク流量を基準地点裏山において 1,070m3/s とする。 

このうち、流域内の洪水調節施設により 260m3/s を調節し、河道への配分流量を 810m3/s とする。 
 
 

表 1-4  基本高水のピーク流量一覧表 

河川名 基準地点 

基本高水の 

ピーク流量 

（m3/s） 

洪水調節施設に 

による調節流量 

（m3/s） 

河道への 

配分流量 

（m3/s） 

本明川 裏山 1,070 260 810 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 計画高水流量図（単位：m3/s） 
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 諫早湾干拓地 

公園堰（本明川 5k100 付近） 

図 1-5    公園堰及び小ヶ倉ダム掛りのかんがい区域

小ヶ倉ダム 

かんがい面積 
681.4ha 
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⑥-2 本明川水系河川整備計画【国土交通省九州地方整備局、長崎県】（平成 17 年 3 月 31 日策定）の概要 

(1) 河川整備計画の目標に関する事項 

 1) 河川整備計画の対象期間 

本計画の対象期間は概ね 30 年とする。 

 

2) 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

本計画における災害の発生の防止又は軽減に関する目標は、国管理区間については昭和 32 年 7 月

洪水（諫早大水害）規模相当の流量に対応する。また、県管理区間については、支川中山西川におい

て県内指標による整備水準規模の治水安全度を確保する。 

表 1-5  河川整備において目標とする流量 

河 川 名 目標流量 地 点 名 備   考 

本 明 川 1,070m3/s 裏 山 昭和 32 年 7 月洪水と同程度の洪水 

半 造 川 330m3/s  本明川合流点 昭和 32 年 7 月洪水と同程度の洪水 

福 田 川 90m3/s 本明川合流点 昭和 32 年 7 月洪水と同程度の洪水 

中 山 西 川 65m3/s 本明川合流点 県内指標による整備水準(1/30) 

   

(2) 河川整備の実施に関する事項 

   本明川においては、整備目標流量に対応する治水対策を実施する。河川改修のみでは整備目標流量

に対応することができないため、本明川上流部に洪水調節施設を設置することにより、河川改修と合

わせて整備目標流量に対応することとする。 

   支川半造川と支川中山西川については、目標とする治水安全度を確保するため、流下能力の向上対

策を実施する。改修にあたっては、河道断面が狭く、洪水を安全に流下させることができないため引

堤などを実施する。 

     なお、基準地点裏山において、河川整備の目標流量 1,070m3/s に対して、本明川ダムの洪水調節に

より、290m3/s の流量を低減し、河川整備流量である 780m3/s が流下できるようにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑦現行の利水計画 

⑦-1 長崎県南部広域的水道整備計画の概要 

  長崎県南部の 2市 6町（長崎市※、諫早市※、香焼
こうやぎ

町※、多良見
た ら み

町※、長与
な が よ

町、時津
と ぎ つ

町、琴海
きんかい

町※、飯盛
いいもり

町※）における水道用水の利用として、諫早市※は、水源のうち約 30％を小ヶ倉ダム等に依存し、約 70％

を地下水に依存している。また、周辺の多良見町※、飯盛町※、長与町も地下水への依存度が高く、地

下水位の低下や水質問題が懸念されている。さらに、現状での水不足を補うため、周辺の香焼町※は長

崎市※からの分水、多良見町※や飯盛町※は地下水源の供給能力を超える取水により対処している。  

このような状況から、平成 11 年 10 月、長崎市※、諫早市※等を含む県南部を対象とした「長崎県南

部広域的水道整備計画」が策定された。この計画によると、長崎県南部の 2市 6町の新規水源 31,000m3/

日のうち、本明川に 25,000m3/日を依存する計画であり、平成 12 年 8 月 1 日には長崎県南部広域水道

企業団が設立され、平成 14 年 4 月に厚生労働省の水道事業認可を取得している。 

事業の目的としては、本明川ダムと長崎県で計画していた村松ダムを水源として、将来（平成 27

年度）不足すると見込まれる水道用水 31,000m3/日を 2市 6町へ供給するものであったが、各構成団体

の水需要動向など、事業をめぐる社会経済情勢等変化を踏まえ、平成 19 年 9 月に長崎県南部特定広域

化施設整備事業再評価を実施した結果、給水量を 31,000m3/日から 25,000m3/日へ見直し、それに伴い

当初計画では本明川ダム、村松ダムの 2箇所を予定していた水源を本明川ダムの 1箇所とする事業計画

で継続することが妥当と判断された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-7   河川整備計画の河道整備流量配分図（単位：m3/s）    

※数値については、平成 19 年水道事業再評価資料を基に作成しており、県央地区浄水場の数値は、浄水ロス等を見込んだ各市町の日

当たり給水量の合計値を示す。 

※香焼町、琴海町は、平成 17 年 1 月 4 日に長崎市へ合併。多良見町、飯盛町は、平成 17 年 3月 1 日に諫早市へ合併。いずれも合併

前の市町名で表記している。 

図 1-8 利水供給区域図 
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⑦-2 流水の正常な機能の維持の目標の概要 

(1) 本明川水系河川整備基本方針（平成 12 年 12 月 19 日策定）の概要 

1)主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項 

公園堰（直下流）地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、動植物

の保護等を考慮し、おおむね 0.25m3/s とする。 

 

(2) 本明川水系河川整備計画（平成 17 年 3 月 31 日策定）の概要 

1) 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

河川水の利用に関しては、営農形態、かんがい面積等の変化や慣行水利の安定化に配慮し、慣行

水利権を許可水利権へ変更する等の水利使用の調整を行う。 

流水の正常な機能を維持するための流量（以降「正常流量」という）については、動植物の生息・

生育や良好な水質の確保等に必要な流量として、公園堰（直下流）地点において概ね 0.25m3／s を

確保することを目指す。 

 

2) 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備 

本明川において、河川水の利用の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持等に必要な流量を確保

するため、本明川ダムを建設する。併せて、長崎県や諫早市などの関係機関と調整のもと、流域全

体での汚濁負荷の軽減を図る。 

本明川ダムからの補給によって 10 年に 1 度の確率で発生するとされる規模の渇水時において、

既得農業用水の安定取水を可能とするとともに、公園堰下流には動植物の生息又は生育からの必要

流量 0.25m3/s を通年にわたり確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.検証対象ダムの概要（当初計画） 

①本明川ダムの目的 

本明川ダム建設事業は、本明川水系河川整備計画に位置づけられており、本明川水系本明川の長崎県諫

早市に多目的ダムを建設するものであり、洪水調節、流水の正常な機能の維持及び新規利水を目的として

いる。 

 

（1）洪水調節 

本明川ダムの洪水調節を行うことによって、基準地点裏山における基本高水のピーク流量 1,070m3/s

を 810m3/s に低減させる。 
 

（2）流水の正常な機能の維持 

本明川ダムによって、下流既得用水の補給等、流水の正常な機能の維持と増進を図る。 

 

（3）新規利水 

本明川ダムによって、長崎県南部地区（諫早市、長崎市、長与町及び時津町）への水道用水として最

大 25,000m3/日の取水を可能とする。 

 

②本明川ダムの位置 

本明川水系本明川 

  左岸 諫早市富川
とみがわ

町 

  右岸 諫早市上
かみ

大渡野
お お わ た の

町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③本明川ダムの諸元等 

ダ ム 型 式 ロックフィルダム 

ダ ム 高 約 70.5m 

堤 頂 長 約 398m 

総 貯 水 容 量 約 860 万 m3 

有 効 貯 水 容 量 約 820 万 m3 

 

  

図 2-1 本明川ダム建設事業位置図 

図 2-2  貯水池容量配分図 
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④本明川ダムの事業経緯・現在の進捗状況 

（1）事業の経緯 

              

表 2-1  本明川ダム建設事業の経緯 

 

 

（2）現在の進捗状況（平成 25 年度末時点） 

  平成 2年 4月に実施計画調査に着手して以降、これまでに各種測量、地質調査、環境調査、水理水文調査
を実施している。 
本明川ダム建設事業費のうち、平成 25 年 3 月末において約 71 億円が実施済みであり、平成 25 年度末に

おける実施見込み額は約 72 億円である。 
なお、用地取得、家屋移転、付替道路、工事用道路、ダム本体及び関連工事については、未着手である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 本明川ダムのダム型式の変更 

(1)当初計画時におけるダム型式 

平成 2年 4月の実施計画着手時より、地形、地質等を勘案し「ロックフィルダム」で計画。 

(2)河川整備計画時におけるダム型式 

平成 17 年 3 月の本明川水系河川整備計画策定において、最新の調査検討結果及び設計成果を反映し、

工期短縮、コスト縮減、環境への配慮の観点からダム型式をロックフィルダムから台形 CSG ダムへ変更

した。 

 

         表 2-2  ダムの諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  月 計画の変遷等 

昭和 58 年 4 月 予備調査着手 

平成 2年 4 月 実施計画調査着手 

平成 3年 3 月 本明川水系工事実施基本計画改定 

平成 6年 4 月 建設事業着手   

平成 10 年 11 月 事業評価監視委員会による審議 

平成 12 年 8 月 長崎県南部広域水道企業団の設立 

平成 12 年 12 月 本明川水系河川整備基本方針の策定 

平成 15 年 7 月 事業評価監視委員会による審議  

平成 17 年 3 月 本明川水系河川整備計画の策定 

平成 19 年 9 月 長崎県南部特定広域化施設整備事業再評価委員会による審議 

平成 20 年 1 月 長崎県南部広域水道企業団より、本明川ダム建設に係る水道用水量の確保要望 

平成 20 年 6 月 長崎県条例に基づく環境影響評価手続き開始 

平成 20 年 7 月 事業評価監視委員会による審議 

平成 21 年 4 月 本明川ダム環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

平成 21 年 10 月 本明川ダム環境影響評価準備書に対する知事意見提出 

平成 21 年 12 月 検証の対象とするダム事業に選定 

平成 23 年 8 月 事業評価監視委員会による審議 

 当初計画時 河川整備計画時 

型式 ロックフィルダム 台形 CSG ダム 

堤高 約 70.5ｍ 約 64ｍ 

堤頂長 約 398ｍ 約 385ｍ 

集水面積 約 8.9km2 約 8.9km2 

湛水面積 約 0.5km2 約 0.5km2 

総貯水容量 約 860 万 m3 約 860 万 m3 

有効貯水容量 約 820 万 m3 約 820 万 m3 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初計画時 
《ロックフィルダム》

河川整備計画時 
《台形 CSG ダム》

図 2-3 貯水池容量配分図 
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3.本明川ダムの検証に係る検討の内容 

  ①検証対象ダム事業等の点検 

   検証要領細目に基づき、本明川ダム建設事業等の点検を行った。 

   なお、平成 22 年 12 月 24 日に本明川ダム建設事業への利水参画継続の意思の確認等を要請し、長崎県

南部広域水道企業団にて必要量等の精査が行われた結果、平成 25 年 5 月 31 日付けで、参画継続の意思な

しの回答を得たことから今回の検証においては、ダム規模を縮小し、洪水調節及び流水の正常な機能の維

持を目的とする変更計画(案)を対象に検討を実施した。 

【変更計画（案）の概要】 

本明川ダム検証においては、新規利水の目的がなくなったことから、ダム規模を縮小し、洪水調節及

び流水の正常な機能の維持を目的として検証を進めることとした。 

ダムの諸元及び貯水池容量配分は、表 3-1、図 3-1 のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②総事業費及び工期 

現在保有している技術情報等の範囲内で、平成 15 年度の事業評価で用いた総事業費及び工期について

点検を行った※1。点検の概要を以下に示す。 

※1 ダム事業の点検及び他の治水対策案にあたっても、さらなるコスト縮減や工期短縮などの期待的要素は含まないこととしている。 

なお、検証の結論に沿って、いずれの対策を実施する場合においても、実際の施工にあたってはさらなるコスト縮減や工期短縮に対し 

て最大限の努力をすることとしている。 

    

②-1 総事業費 

（1）総事業費の点検の考え方 

・平成 15 年度の事業評価で用いた総事業費（それ以降の事業評価においても踏襲してきたもの）を対象

にして点検を行った。 

・当該総事業費を算定した平成 15 年度以降の新たな調査検討結果及び設計成果を基に、算定根拠の数量

や内容の妥当性を確認するとともに、最新の平成 23 年度単価による確認を実施した。 

・平成 25 年度末迄の実施済額は見込み額を計上している。 

・事業の数量や内容については、ダム型式の変更及び新規利水の目的がなくなったことによるダム規模の

縮小、今後の変動要素も考慮して、分析評価を行った。 

（2）点検の結果 

・平成 15 年度の事業評価に用いた総事業費による点検結果は表 3-2 のとおりである。 

・点検の結果、総事業費は約 500.0 億円であり、今回の検証に用いる残事業費（平成 26 年度以降）は、

点検結果である約 427.7 億円を使用する。 

 
 

表 3-2  本明川ダム建設事業 総事業費の点検結果  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変更計画(案) 

型式 台形 CSG ダム 

堤高 約 55.5ｍ 

堤頂長 約 340ｍ 

集水面積 約 8.9km2 

湛水面積 約 0.4km2 

総貯水容量 約 620 万 m3 

有効貯水容量 約 580 万 m3 

表 3-1 ダムの諸元 

図 3-2 本明川ダム計画の検討経緯 図 3-1 貯水池容量配分図 

（単位：億円）

旧事業費 新事業費 H25年度迄

［点検対象］ ［点検結果］ 実施済額

建設費 704.2 441.0 △ 263.2 59.9 381.1

工事費 450.5 226.1 △ 224.4 0.0 226.1

ダム費 345.3 158.4 △ 186.9
・ダム型式・規模の変更による減（転流工延長の減、基礎掘削

量の減、堤体打設量の減、基礎処理工の減、付属設備・雑工事

の減△186.9億円）

0.0 158.4

・今後の詳細設計等や、施工の際に設計で想定している

地質と異なった場合、数量や施工内容が変動する可能性

がある。

管理設備費 33.5 28.1 △ 5.4
・ダム型式・規模の変更による、通信観測設備等の規模縮小に

より減。

・近年完成の他ダムにより点検した結果による減（△5.4億円）

0.0 28.1
・今後の詳細設計で数量や仕様に変更があった場合は数

量等が変動する可能性がある。

仮設備費 69.3 37.7 △ 31.6

・ダム型式・規模の変更による、設備の変更により減（ダム用

仮設備の減△6.6億円）

・ダム型式・規模の変更による、工事用道路計画の変更により

延長減（工事用道路等△25.0億円）

0.0 37.7
・今後の詳細設計により、設備の内容や規模に変更が

あった場合は数量等が変動する可能性がある。

工事用動力費 2.4 1.9 △ 0.5

・ダム型式・規模の変更による、仮設備を変更したことにより

電力量減。

・概略設計に基づき必要電力量を求め、近年完成の他ダムによ

り点検した結果により減（△0.5億円）

0.0 1.9

・今後の詳細設計により、仮設備の内容や規模に変更が

あった場合は数量等が変動する可能性がある。

測量設計費 105.2 133.9 28.7
・ダム型式・規模の変更による、設計変更や道路計画見直しに

より増（28.7億円）
57.7 76.2

・施工段階での地質状況の変更に基づく追加調査・再検

討が必要となった場合には、変動の可能性がある。

用地費及補償費 134.8 71.0 △ 63.8 0.8 70.2

用地費及補償費 64.8 42.1 △ 22.7
・ダム型式・規模の変更による、補償対象面積、補償対象戸数

の減（△22.7億円）
0.0 42.1

・今後実施する補償調査の結果や設計の進捗、工作物の

所有者と補償内容に関する協議等により、対象物件数や

補償単価等が変動する可能性がある。

補償工事費 65.6 26.9 △ 38.7
・ダム型式・規模の変更により、道路のルートを変更した結

果、道路延長が減少したことによる減（△38.7億円）
0.0 26.9

・今後の詳細設計により、道路の構造やルートに変更が

あった場合は変動の可能性がある。

生活再建対策費 4.4 2.0 △ 2.4
・今までの実績及び予定している工程より点検した結果による

単価の変更による減（△2.4億円）
0.8 1.2

・水没関係者との協議の結果により、対策内容に変更が

あったときには変動の可能性がある。

船舶及機械器具費 7.4 5.9 △ 1.5
・庁舎等を借上に変更したことによる、電気通信設備の購入の

必要性がなくなったこと等による減（△1.5億円）
0.7 5.2

・緊急的に設備の修繕が必要となった場合は変動の可能

性がある。

営繕費 2.8 2.2 △ 0.6
・最近の他ダムの事例から庁舎借上に変更したことによる減

（△0.6億円）
0.2 2.0

・緊急的に事務所の修繕が必要となった場合は変動の可

能性がある。

宿舎費 3.5 1.9 △ 1.6
・最近の他ダムの事例から宿舎借上に変更したことによる減

（△1.6億円）
0.5 1.4

・緊急的に宿舎の修繕が必要となった場合は変動の可能

性がある。

工事諸費 75.8 59.0 △ 16.8
・他ダムを参考に、予定人員数を変更した結果による減（△

16.8億円）
12.4 46.6 ・予定人員の変更等により変動する可能性がある。

事業費 780.0 500.0 △ 280.0 72.3 427.7

項 細目 種別 左記の主な変動要因 今後の変動要素の分析評価残事業費増減額
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②-2 工期 

（1）工期の点検の考え方 

・平成 15 年度の事業評価で用いた工期を対象にして点検を行った。また、ダム型式の変更及び新規利水

の目的がなくなったことによるダム規模の縮小を考慮し、標準的な工程を仮定して検討した。 

（2）点検の結果 

・用地調査着手後から試験湛水が完了するまで約 11 年の期間を要する見込みである。 

 

           表 3-3  事業完了までに要する必要な工期（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予算上の制約、入札手続きや事業で必要となる各種法手続き等の進捗状況によっては、見込みのとおりとならない場合がある。 

 

③堆砂計画 

堆砂計画の点検にあたり、改めて近傍ダムの抽出、近傍類似ダムを選定し、流域特性及び実績堆砂量を使

用して、計画比堆砂量の点検を実施した。 

近傍類似ダムの流域特性及び実績堆砂量から、当初計画の妥当性を検証した結果、計画比堆砂量 

400m3/km2/年（計画堆砂量 400,000m3）と同程度であるため、本明川ダムの当初計画は妥当であると判断す

る。 

 
 

         計画比堆砂量＝400 m3/km2/年 

本明川ダムの堆砂容量 ＝ 400 m3/km2/年 × 8.9km2 × 100 年 
                        （計画比堆砂量）   （流域面積）  （年数） 

                    ≒ 400 千 m3 
 
 

④計画の前提となっているデータ 

検証要領細目「第 4 再評価の視点」（1）で規定されている「過去の洪水実績など計画の前提となってい

るデータ等について詳細に点検を行う。」に基づき雨量データ及び流量データの点検を実施した。 

今回の検証に係る検討は、点検の結果、必要な修正を反映したデータを用いて実施した。 

点検結果

現行工程

凡例

ｸﾘﾃｨｶﾙﾊﾟｽ

２年 ３年 ４年 ５年

用地調査・用地補償等

１２年

ダ

ム

工

事

工 事 用 道 路

転 流 工

基 礎 掘 削

堤 体 工

取 水 放 流 設 備

６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年１年

補

償
道 路 関 係

管

理

設

備

等

管 理 設 備

試 験 湛 水

9


	01 表紙・目次 (H25.7.29).pdf
	02 流域・ダムの概要・点検（H25.08.06）.pdf
	03 治水対策案の概要(H25.6.25) .pdf
	04 流水の正常な機能の維持対策案_H25.7.12_.pdf
	05 総合評価・意見聴取・対応方針（黒書き）（H25.08.06）.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




